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様々な産業の自動化・省力化を通じて
サステナブルな未来を切り開きます
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● 事業者紹介 ● 経緯・背景

● 具体的な取組や成果

　圧縮空気を動力源に自動化を行う、空気圧制御機器のメー
カーです。 急速に変化する激動の時代である今、グローバ
ルネットワークで、より緊密なコミュニケーション、高度な技
術サービス、製品の安定供給を行い、お客様の未来の視線
とお困りごとを把握することで、お客様の要望や期待に応え
ます。 お客様一人ひとりの声に耳を傾け、迅速かつ的確に
対応することが大切だと考えます。

　IT化、ロボット化、AIの活用が進み、グローバル化も相まっ
た激動の時代に対して、環境に配慮した製品を供給し、産
業の「自動化・省力化」を推進することで、社会全体の「持
続可能な成長と技術革新」に貢献しています。そのうえで、
経営理念を礎に、事業活動と社会課題の解決をより強く結
びつける、4 つの重要課題を特定しました。 その中の一つ
である TARGET 01「持続可能な気候変動防止対策」に基
づき、製品の小型・軽量化の提案や、省エネ活動を通した
CO2 削減の普及活動を行っています。

　まずは現状把握から・・・省エネ化への第一歩
　　　　　　　　　　　　 知識の向上
　ご存じですか ? 工場の電力量の約 20％は、エア機器で
消費されています。 主にエアブローによる空気消費量が全
体の 40％強を占めており、駆動機器（14％）吸着（9％）
と続きます。適正な配管システムのサイジングによる効率の
よいエアブロー、機器の最適化によって、省エア化を実現
できます。

　様々な産業の「自動化・省力化」を通じて、サ
ステナブルな未来を切り拓きます。私たちの理念と
SDGs を重ね、「持続可能な成長と技術革新」へと
挑みます。

　群馬県内に立地する、空気圧機器を使用した自
動機を導入している生産工場で、CO2 の削減に
取り組んでいる企業に省エネの提案を行っていきま
す。
1）工場内ウォークスルーの実施による現状把握
2） 改善を含めた省エネ提案の実施と CO2 削減へ

の貢献

　SMC の主力製品である「空気圧機器」は、ロボットをは
じめ、工場の生産ラインにおける加工・組付けなどのファク
トリーオートメーションや、医療機器、半導体製造装置にお
ける自動検査装置など、あらゆる産業機器の自動化に欠か
せない機械要素部品です。これらの製品の小型・軽量化や
省エアシステムを提案することで、お客様の省エネ活動をお
手伝いしています。
　また省エネ活動を通して、CO2 削減の普及活動も行って
います。

あらゆる産業機器の自動化に欠かせない主力製品「空気圧機器」の
小型・軽量化や省エアシステムの提案で、CO2 排出量削減に貢献

自動化・省力化を通して
持続可能な成長と技術を革新

CO2 の削減に取り組む
県内工場に省エネを提案

当社にとっての SDGs ビジョン 今後の展望と求めるパートナー像

WEB サイト
工場の消費電力量の割合

SMC 技術センター

SMC 太田営業所
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